
1 

 

会議議事録 

 

会議の名称 令和７年度 第１回さぬき市子ども・子育て会議 

開催日時 令和７年８月１８日（月）10 時 00 分～11 時 30 分 

開催場所 さぬき市寒川庁舎 ３０１・３０２会議室 

出席者氏名 
松原委員、杉浦委員、三谷委員、大山委員、黒川委員、亀井委員、 

多田委員、寺井委員、山本委員、白井委員、朝倉委員、川地委員 

欠席者氏名 瀬尾委員、岡本委員 

事務局職員氏名 

健康福祉部 中川部長、教育委員会 佐藤部長、幼保こども園課 真部課長、 

国保・健康課 山本課長、学校教育課 樫村課長、子育て支援課 谷課長、 

幼保こども園課 新納、国保・健康課 白井、子育て支援課 岸野、浅利 

会議次第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１） さぬき市こども計画について 

（２） 第２期子ども・子育て支援計画各施策の令和６年度進捗状況について 

４ その他 

５ 閉会 

配付資料 

・次第 

・委員名簿 

・さぬき市こども計画（令和７年３月策定） 

・第２期さぬき市子ども・子育て支援計画進捗状況 

その他 傍聴者なし 
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議事内容 

事務局 ・開会 

・子ども・子育て会議について 

・新委員紹介 

会長（進行） ・挨拶 

事務局 ・会議の成立について 

・会議の公開について（傍聴希望者なし） 

会長（進行） ・議題（１）「さぬき市こども計画について」、事務局から説明願いたい。 

事務局 ・配付資料確認 

・議題（１）「さぬき市こども計画について」説明 

委員 ・現在、外国の方がたくさんさぬき市に入ってきているが、計画を見てさぬき市

はその部分もしっかりと予測していると思った。 

・さぬき市こども計画 18 ページの 4、子育て短期支援事業の部分で令和 5 年度に

利用者数がいきなり 54 となっているのはなぜか。 

・20 ページの 10、ファミリーサポートセンター事業の部分で、令和 5 年度に 475

と大幅に減少した理由はなぜか。 

・23 ページの今後の課題・取組の方向性の部分で、こども家庭センターについて

の記載があるが、大事な部門でありながらあまり知名度がないため、できれば

啓発を強化してもらいたい。 

・私は里親を 15 年以上していて、13 人ぐらい子どもを育ててきている。こども

家庭センターで支援を行う対象が、里親とか養子縁組を含むということも書い

ているが、現状その方たちにまで支援の内容が届いていないと感じたのでもう

少しＰＲを強化してほしい。 

・計画の基本理念の中で、「ゆるぎたるぎで みんなで子育て のびのび育て さぬ

きっ子」という大きな基本理念がある中で、里親登録も増えずに、孤立した受

け皿になっている現状があるので、みんなで子育て、国を挙げて子育てだとい

う部分をもっとＰＲして市としても力を入れてほしい。 

事務局 ・外国にルーツを持つ方への支援としては、子育て支援課ではこんにちは赤ちゃ

ん訪問やブックスタート事業を行っています。その際に、外国語で表記されて

いる冊子を準備して説明を行っています。 

・計画 18 ページの 4、子育て短期支援事業の部分ですが、こちらの利用者数につ

いては延べ人数を記載しています。子育て短期支援事業は急遽必要となったと

きに利用してもらう制度であるため、令和 5 年度に急遽必要となった家庭があ

り、そちらの家庭が 54 日間利用されたため、このような実績となりました。 

・計画 20 ページの 10、ファミリーサポートセンター事業の部分ですが、こちら

の利用者数はニーズに基づくものになっているため、よく使う方が使わなく

なったりしたことでこのような実績となりました。 

・こども家庭センターの周知についてですが、現状チラシの配布等、様々な広報

活動を行っているのですが、ご意見を受けてさらにＰＲを強化していきたいと

考えています。 
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議事内容 

委員  ・香川県には児童相談所が丸亀と高松に 2 カ所あり、子育てで困っている親や家

族を支援しているが、現在パンク状態で、今後市町村にそういう部分も担って

もらいたいということもあり、こども家庭センターの設置が進められているか

と思う。里親家庭の支援も、県がフォローを行っていると思われているかもし

れないが、県は新規の案件が発生した際に、対象の児童を保護することが中心

で、あとのフォローはなかなかできない現状がある。来年には里親支援センター

が香川県内にできる予定であり、里親へのフォローも重ねて行っていこうとし

ているが、やはり基本は社会全体で子育てをしていこうという考えなので、さ

ぬき市でも幅広く支援を行っていただければと思う。 

事務局 ・先ほど児童虐待のお話がありましたので、昨年度の児童虐待の件数についてお

伝えさせていただきます。資料が前後しますが、「第２期さぬき市子ども・子

育て支援計画進捗状況」の 21 ページ、児童虐待防止対策の推進の部分におい

て、家庭児童相談室で令和 6 年度中に受けた相談対応件数等を記載しています。

相談対応件数は実人数で 338 人、延べ件数で 1864 件、児童虐待件数が実人数で

35 人となっています。近年の相談件数は、令和 4 年度 1,140 件、令和 5 年度

1,904 件、令和 6 年度 1,864 件で、高い件数で推移しています。これだけの件

数、相談を子育て支援課の家庭児童相談室でも受けておりますし、案件によっ

ては児童相談所にも連携を取りながら対応しており、おっしゃるようにパンク

状態という現状があります。その受け皿として里親等も検討し、相談について

対応を行い、幅広く支援を行っていきたいと思います。 

委員 ・計画を拝見し、第 2 期さぬき市子ども・子育て支援計画に比べて第 3 期（さぬ

き市こども計画）の方が、対象範囲を広げられ、基本施策も全部で 20 項目あ

り、すごく大変な量だなと思った。これを見てひとりの市民として、各施策を

実現するための財源や、人的なスタッフは足りているのか等について心配に

なった。夜間、寒川庁舎の近くを通ると、いつも遅くまで電気がついていたり、

先ほども家庭児童相談室の相談件数の部分でパンク状態ということをお聞きし

たので、本当に目標を実現していくことは大変なことだと思う。施策を増やし

すぎても実現するのが難しくなると思うので、実現可能な施策をしっかりと吟

味して、進めていただけたらと思う。 

事務局 ・今回のさぬき市こども計画については、国の指針に基づいて基本目標等を設定

しており、本計画はこれまでの子ども・子育て支援計画に、子どもの貧困の問

題、若者の支援等、かなり間口を広げて展開しております。子育て支援課だけ

では各施策を計画通りに進めることは不可能ですので、庁舎内の関係各課や今

回ご参加いただいている各団体の方々のご協力が必要不可欠になると思いま

す。また、今後は一部民間にご協力をお願いする部分も出てくるのではないか

と思います。先ほどお話があったように、これだけマンパワーが不足しており

ますと、行政でできる部分と、ノウハウを持った民間の力をお借りする部分の

さび分けを行い、効率的に進めていくことが今後重要になってくるのではない

かと思います。今回、いただいたご意見を参考に進めさせていただきます。 
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議事内容 

会長（進行） ・そのほかにあれば、伺いたい。 

・なければ、議題（２）「第２期子ども・子育て支援計画各施策の令和６年度進

捗状況について」、事務局から説明願いたい。 

事務局 ・議題（２）「第２期子ども・子育て支援計画各施策の令和６年度進捗状況につ

いて」説明 

会長（進行） ・意見等あれば伺いたい。 

委員 ・28 ページの子育て短期支援事業の予算額の部分ですが、実績が 0 の時に予算額

は 199 千円、54 人の時の次年度にも予算額は変わらず 199 千円となっている。

実績が増えると予算が増えるように思うがこの額で大丈夫なのか。 

事務局 ・こちらの資料には予算額のみを記載していますが、令和 5 年度の決算額は延べ

人数 54 人の利用で 52,000 円となりました。このように、人数が増えても予算内

では対応できていたため、令和 6 年度には前年度と同様の予算額を計上していま

した。今後、更にニーズが増えるようであれば、それを見越しての予算計上を検

討したいと考えています。 

委員 ・27 ページの放課後児童クラブの部分について、令和 5 年度より 5、6 年生にも

対象を拡充し、実績もかなりの人数になっている。予算もかなりの金額を計上

しているが、この放課後児童クラブではどういう内容を学習しているのか、ま

た時間はどのくらいなのか、具体的なことを教えてほしい。 

事務局 ・放課後児童クラブの内容について説明します。放課後児童クラブでは、入会申

し込みをされた児童について、平日においては放課後から基本的には 18 時まで、

延長を希望される児童は 18 時半までお預かりしています。放課後児童クラブは

ほとんどが各小学校の敷地内にあるため、放課後になると登録をしている児童は

放課後児童クラブへ移動します。そこから宿題をしたり、おやつを食べたりしな

がら保護者の方がお迎えに来てくれるまで、家庭的な保育を行っています。 

・公立については、7 つの各小学校に放課後児童クラブがあります。また、民間

では２カ所の放課後児童クラブがあり、よしいけこども園の児童クラブと長尾聖

母幼稚園の児童クラブに委託して、補助金を交付しています。 

委員 ・学校の先生や職員は関与せず、すべて指導員の方で運営されているのか。 

事務局 ・おっしゃる通りで、学校の教職員が放課後児童クラブで指導するということで

はなく、子育て支援課で雇用している職員で運営しています。 

委員 ・放課後児童クラブの対象が 5、6 年生まで拡大されて表面上は子どもの身の安全

が守れて良いようには見えるが、高学年の子が限られた場所で決まったことしか

できないことに対するストレスがあり、高学年の児童の対応に困っているという

話を聞いたのでこの場でお伝えしておきたい。 

事務局 ・各学年の発達の違い等もあり、全学年に対し満足のいく支援が行えるかどうか

というと、なかなか難しいところがあります。高学年に満足してもらえるような

支援というのも、今後研修等を通して工夫していかなければいけないと感じてい

ます。 
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議事内容 

委員 ・7 つの各小学校の放課後児童クラブすべてで、5、6 年生を預かっているのか。 

事務局 ・7 つの各小学校の放課後児童クラブすべてで、5、6 年生を預かっています。 

委員 ・子どもにとって 1 時間は貴重な時間なので、放課後児童クラブが単なる居場所

ではなくて、学校の授業にはない、放課後児童クラブでなければできないこと

をしてもらい、子どもたちに生きる力を育んでもらいたいと思う。 

事務局 ・放課後児童クラブは留守家庭の児童を安全に見守り、保護者に迎えに来てもら

うということが大前提です。この夏でしたら、安全に配慮したうえで夏休み長

期お預かりしている間に、各クラブで創意工夫しながら、クラブ外で活動をし

たりもしています。 

・放課後児童クラブでは、1～6 年生までお預かりしているので、上の学年の児童

が下の学年の児童と一緒に活動する行事等も実施しています。その活動の中で、

上の学年の児童は下の学年の児童に対して、思いやりをもって一緒に活動して

もらうことを学んでもらったりしています。また、最近は配慮の必要な児童も

増えてきていることから、各小学校の先生とも連絡を取りながら、運営を行っ

ています。 

委員 ・放課後児童クラブの運営において、学校とは可能な限り連携を取り、子どもた

ちのために頑張ってほしい。 

委員 ・15 ページの 2 番についてだが、施策名の部分には「親子教室等の休日の活動プ

ログラムの充実」という言葉が使われているのに、令和 7 年度事業の実施予定

内容の部分では、令和 6 年度と同様の内容で計画中と書かれている。施策名の

部分で充実という言葉があって、実施予定内容の部分で同様というような表記

があると「これはどういうことか」と思う方が出てくるような気がするのだが

どうか。 

事務局 ・ご指摘のとおりで、施策名の部分で充実という言葉があるのに、実施予定内容

の部分で同様と表記があると、人よってはあまり考えて実施予定内容を作成し

ていないのではないか、と思われる方もいるかもしれません。次回以降の関係

各課への施策の進捗状況照会の際に、もう少し具体的な内容を書くよう依頼す

るなどし、依頼の方法を工夫してみようと思います。 

委員 ・23 ページの児童向け公園の整備の部分だが、最近、さぬきこどもの国の天井に

設置していた重さ 30kg の展示物が落下して、来園者の方が怪我したという

ニュースを見た。そのニュースでは、以前の点検では全く問題がなかったとい

うことが書かれており、ニュースのコメント欄では、「目視の点検で終わった

のではないか」や、「点検業者は何をしていたのか」等、様々な批判を目にし

た。23 ページには遊具安全点検についての記載があるが、この点検ではどの程

度の点検を行っているのか。 

事務局 ・都市公園や市内の教育施設、保育施設、放課後児童クラブ等の遊具の点検につ

いては、毎年遊具の点検業者と委託契約を結び、法定点検を実施しています。

点検後は、結果を書類で提出してもらい、修繕等が必要な場合は担当課の方で

対応しています。 
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議事内容 

委員 ・議題１の「さぬき市こども計画について」もう一度質問したい。昨年度のさぬ

き市子ども・子育て会議でこれまでのさぬき市子ども・子育て支援計画の内容

について、利用者の方に対する周知や情報提供が不足しているとの指摘が何度

かあったと思う。今回、令和 7 年 3 月に策定した「さぬき市こども計画」は市

民の方に対する周知はどのようにされているのか。周知の手段等を教えてほし

い。 

事務局 ・昨年度の会議で何度か計画の周知が不足しているとのご指摘いただきましたの

で、今回策定したさぬき市こども計画について実施したのが、まず、さぬき市

広報紙（7 月号）に掲載させていただきました。また、比較的若い世代にも見て

いただきたいという意図がありましたので、さぬき市公式 LINE を使い、若い世

代が良く利用する SNS を利用した周知も行いました。また、さぬき市こども計

画は計画期間が 5 年となっており、今後も続いていく計画なので、周知につい

ては、いろいろ工夫しながら行っていきたいと考えています。 

・また、なによりさぬき市の職員が計画を知らないといけないのではないか、と

いう意見もありましたので、さぬき市の職員へ向けても周知を行っています。 

・さらに、昨年度は市内の小学校、中学校を通じてアンケートを実施したのです

が、その際には学校にも多大なご協力をいただきました。そのような経緯もあ

りましたので、教育委員会で定期的に行っている校長研修会の方でも、計画策

定後に計画内容の周知を行いました。 

会長（進行） ・そのほかになければ、これで議事を終了する。 

・事務局から何かあれば伺いたい。 

事務局 ・今後の予定について 

・次回の子ども・子育て会議開催時期について 

会長（進行） ・閉会 

 


